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1-4手指衛生

1
章　

感
染
対
策
の
基
本

　

の
技
術
と
知
識

擦式消毒用アルコール製剤を用いた
手指消毒の手順
擦式消毒用アルコール製剤を用いた
手指消毒の手順

洗い残しに気を付けよう洗い残しに気を付けよう

手指衛生の除菌効果手指衛生の除菌効果

１ 2 3 4

5 6 7

消毒薬の規定量を手の
ひらにとる（メーカー
によって違うが通常
3mL・500円玉大）．

最後に手首も忘れずに
擦り込む．

※乾燥に15秒は要する量を取る

指の間は両方の指をク
ロスさせながら塗る．

手の甲に塗り広げる
（反対側も）．

片方の手のひらの上で
円を描くように指先に
塗る（反対側も）．

はじめに手のひらにま
んべんなく広げる．

親指は片方の手で包
むようにして塗る．

手甲 手のひら

最も洗い残しが発生しやすい部位

やや洗い残しが発生しやすい部位

院内徹底のコツ
グリッターパグⓇによる手洗いチ
ェックを行うときに受講者に配布
し，洗い残し部分を記録してもら
うことにしている．裏面は，正し
い手洗い方法やポイントを記載し
たリーフレット．

手指衛生の方法 除菌効果

手洗い（流水と石けんによる） 15秒の場合：1/4～1/13，30秒の場合：1/60～1/600

手指消毒（擦式消毒用アルコール製剤を用いる） 30秒の場合：1/3,000

人によって洗い方の癖があるので，手洗いを
チェックして自分の洗い残しの多い部位を知
っておこう．

「手洗いチェックシート」で洗い残し
部分を記録する．

（文献２より）

洗い残しの多い部位
（文献１より作成）

流水と石けんによる
手洗いの手順
流水と石けんによる
手洗いの手順

１ ２ 3 4

5 6 7 8

9 10

洗浄剤を適量手のひ
らにとる．

十分泡立てながら手
のひらを洗う．

流水で手全体を濡らす． 手のひらで手の甲を
包みながら洗う（反
対側も）．

親指は片方の手で包
み込んで洗う．

手首も回しながら洗
う．

①～⑨まで15秒以上かける

両方の指をクロスさ
せながら指の間もよ
く洗う．

指先・爪は手のひら
の上で円を描くよう
にこすりながら洗う．

流水でしっかり洗い
流す．

ペーパータオルで
しっかり乾燥させる．

院内徹底のコツ
手洗いの手順を示したポスターを
手洗い場に設置すると効果的．

ポイント
石けん成分が残ると手荒れの原因
になるのでしっかり洗い流す．

ポイント
手洗いの後は蛇口などに直接触れないよう
にペーパータオルなどでしめよう．乾燥さ
せないと手荒れの原因になるばかりでな
く，菌が付きやすくなるので注意する．

ポイント
汚染した手で洗浄剤の容器のポンプ部分を触る前に付
着している有機物をざっと洗い落とすことが大事．

　★適切な「手指衛生」「マスクの着脱」について　
　◎ 本記事は，インフェクションコントロール2009年春季増刊「感染対策らくらく完全図解マニュアル」から，
　　「手指衛生」「マスクの着脱」について，著者の許可を得て，一部抜粋して掲載しております．




